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［要約］「たちすずか」の移植栽培において、食用品種「ヒノヒカリ」以上の耐倒伏性を維

持するためには、窒素施肥量にかかわらず株間は 20cm 以上必要である。 
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［背景・ねらい］ 

極短穂性の飼料イネ「たちすずか」は、穂重が軽く重心が低いことや、茎の健全性が持

続することから、耐倒伏性が極めて高い特徴をもつ品種である。このため、従来品種より

も多肥栽培が可能であり増収が期待できる。一方で、植栽密度は、収量と耐倒伏性の双方

に影響し、茎葉を含む地上部すべてを収穫対象とする飼料イネでは、株間を狭くするほど

収量が増えるが、同時に耐倒伏性は弱まると思われる。  

本研究では、飼料イネ「たちすずか」における施肥量および植栽密度が収量および耐倒

伏性におよぼす影響を明らかにし、「たちすずか」栽培における収量増加および倒伏予防

に資する情報を獲得する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．地上部乾物重は、株間の広さにかかわらず窒素施肥量が多い区（N14 区：有効 N14kg/10a）

が少ない区（N7 区：有効 N7/10ka）よりも多い（表１）。  

２．N7 区、N14 区ともに地上部乾物重は、株間 20cm 以下の区が株間 25cm 以上の区より

多い（表１）。  

３．多肥により押倒し抵抗値が低くなる傾向はなく、株間 25cm 以上の場合にはむしろ N14

区が N7 区よりも高い傾向がみられる（表１）。  

４．密植により押倒し抵抗値が弱くなる傾向がみられ、株間 15cm の株あたりの押倒し抵

抗値は、同じ条件で計測した食用品種「ヒノヒカリ」（耐倒伏性：やや弱い）と同程度

である（図１）。  

５．以上のことから、「たちすずか」の耐倒伏性を維持しつつ乾物収量を高めるためには、

窒素施肥量を有効 N14kg/10a 株間 20cm とし、より耐倒伏性を高める場合は株間を 25cm

以上にすることが望ましい。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は飼料イネ「たちすずか」栽培農家で活用できる。 

２．2012 年の栽培農家において多肥（N15kg/10a 以上）密植（株間 20cm 未満）が原因と

思われる「たちすずか」の倒伏事例が発生しており、倒伏予防のための情報として活用

できる。  



 

［具体的データ］ 
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